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第３・６学年国語科学習指導案

１ 指導目標
◎いろいろな読み物に興味をもち、読む （読ア）。
○「三年とうげ」を読み、場面の移り変わりや情景を叙述をもとに想像しながら読む。(読ウ)
◎読み取った内容について、おもしろかったこと不思議なことなど自分の考えをまとめ、一人一
人の感じ方に違いがあることに気づく （読エ）。
○書かれている内容の中心や場面の様子がよく分かるように声に出して読む （読カ）。
◎読み手に本のおもしろさが伝わるように工夫して、本の帯の文章を書く （書ア）。
◎伝えるために書く必要のある事柄を収集したり選択したりして、本の帯を作る （書イ）。

２ 単元名
本と友だちになろう

３ 教材名
三年とうげ
本は友だち

４ 教材について

（１）教材について
、 、 、 、 「 」本教材 三年とうげは 全体に流れるリズム テンポの良さ 起承転結の構成に加えて ところで

で始まるおまけのなぞかけもあり楽しく読める物語である。起承転結のおもしろかったこと、不思議
なことなどを自分の考えにまとめるなかで一人一人の感じ方に違いがあることに気づくことができる
教材である。三年とうげを学習した後、次の本は友だちで、自分で本を読み、印象を帯び作りで取り
組む。簡潔でインパクトのある表現が求められることから、要旨をまとめること学習にもつながる効
果的な教材である。
３年上 「きつつきの商売」では、森の様子や聞こえてくる音を想像したり、登場人物の気持ちを想、
像したりししながら、楽しく物語の世界に引き込まれて読んでいる。
楽しさに気づき、読むことができる教材である。

この、教材で 「読むこと」を生かした「書くこと」とは以下のように考える。、

◇「書くこと」
読み手に本のおもしろさが伝わるように工夫して、本の帯の文章を書く。
伝えるために書く必要のある事柄を収集したり選択してりして、本の帯を作る。

◇「読むこと」
読み取った内容について、おもしろかったこと、不思議なことなど自分の考えをまとめ、一
人一人の感じ方に違いがあることに気づく。
いろいろな読み物に興味をもち、読む。

（２）児童について
児童は、本を読むことが好きで、朝読書や学校の本、しらかば号の本を読んでいる。また、日

記では、自分の気持ちを書くことを大切にして、書いている。
３年上「きつつきの商売」では、２つの場面の違いや情景を叙述をもとに想像して読んで書く

ことを知り必要のある事柄考え落とさずに書いている。

これまでの学習では 「読むこと 「書くこと」の成果○と課題●以下のようであった。、 」
◇「書くこと」

○招待状に書く必要のある事柄を知り落とさずに書く。
○招待状を書くときには 「どんなことをする 「招待の言葉」実際の場面を考えて、丁寧、 」
に指導した。

◇「読むこと」

○２つの場面の違いや情景を叙述をもとに想像して読む。
○読むときには、繰り返し言葉や場面の様子について意味や内容を確認しながら読むことが
必要であった。
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（３）指導について
、 、 、本教材は 本のおもしろさを友達に伝え合う中で 進んで本を読もうとする意欲を持たせるために

おもしろいところのわけを考える。全体をとらえてではなく各段落ごとに学習していきたい。登場
人物、物語の筋、言葉のおもしろさの３つに絞って考えさせていきたい。
登場人物については、行動や様子会話から押さえさせたい。物語の筋では、あらすじを振り返るな
かで起承転結の４つで考えさせたい。本の帯を作るときには、他の本の帯に触れさせことや短い文
でおもしろさを伝えていくこと、言葉を工夫することを通じて指導させる。

◇「書くこと」
相手、目的に応じてどこで何をどれくらいの長さで書くのか支援する。
題名、作者、紹介者
自分が知らせたいおもしろさをいろいろな方法で書く。
読み手を引きつけるように
（書き方・文字の大きさ・絵・位置・長さ）

◇「読むこと」
あらすじを振り返るなかで起承転結について、場面のおもしろさがわかるように支援する。
本の書くことを読み取る。場面の移り変わりや心情をふくらませることできるように行動や
会話に注目して支援していきたい。
（題名、作者、紹介者）
自分が知らせたいおもしろさを読み取る。

（４ 「読むこと」と「書くこと」の相関図 （１６時間））

書 く こ と
第 第１６時
４ 紹介し合う。
次

書 く こ と
第 第８時 第９～１０時 第１１～１３時 第１４～１５時（本時１２）/
３ 本の帯の役割を理解 本の帯を作ろう 読みたい本をさがし 読みたい本の帯を作ろう。。
次 する。 て読もう。

読 む こ と
第１時 第２時 第３時 第５時 第６時 第７時

第 人物につい 物語のすじにつ 言葉について 物語のおもし 物語のおもしろ 物語の心に残
２ ておもしろ いておもしろか おもしろかっ ろさを筋から さを言葉から見 った言葉を見
次 かったこと ったことを読 たことを読 見つけよう。 つけよう。 つけよう。
を読む。 む。 む。

読 む こ と
第 第 １ 時
１ 全文を読んで、学習のめあてをもつ。
次 関連図書を読む。
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５ 評価規準
具体の評価規準
◎いろいろな読み物に興味をもち、読む （読ア）。
○「三年とうげ」を読み、場面の移り変わりや情景を叙述をもとに想像しながら読む。(読ウ)
◎読み取った内容について、おもしろかったこと不思議なことなど自分の考えをまとめ、一人一
人の感じ方に違いがあることに気づく （読エ）。
○書かれている内容の中心や場面の様子がよく分かるように声に出して読む （読カ）。
◎読み手に本のおもしろさが伝わるように工夫して、本の帯の文章を書く （書ア）。
◎伝えるために書く必要のある事柄を収集したり選択したりして、本の帯を作る （書イ）。

具体の評価規準
（ ）主な学習活動 評価規準 Ａ Ｂ Ｃ 指導の手立て

（方法）

物語のおもしろ 物語のおもしろさ 物語のおもしろさ 物語のおもしろさ
さを進んで発見 を進んで発見しさ を発見しさまざま には人物、物語の
しさまざまな読 まざまな読み物を な読み物を興味を すじ、ことばにつ
み物を興味を持 興味を持って本の 持って本の帯びを いてわけて読む中
って本の帯びを 帯びを書こうとし 書こうとしてい でほんの帯を書く
書こうとしてい ている。 る。 ように支援する。
る。

第１次－① 進んで本を 進んで本を読もう 本を読もうとする 本を読もうとする読
全文を読んで もうとする意 とする意欲をもっ 意欲をもって読ん 意欲をもっように
めあてをもつ 欲をもって読 て読んでいる。 でいる。 読ませる 。。
ん でいる。

第２次－②③ おもしろさ おもしろさを視点 おもしろさを視点 おもしろさの視点読
④ を視点を明確に を明確にして読ん にして読んでい を明確にさせて読

おもしろさを して読む でいる。 る。 ませる。
大きな視点に
分け読む。
第２次－⑤⑥ 物語のおも 物語のおもしろさ 物語のおもしろさ 物語のおもしろさ読

⑦ しろさのわけ のわけを、筋や言 のわけを、言葉の のわけを、筋や言
物語の筋や言 を、筋や言葉の 葉のおもしろさか おもしろさから見 葉のおもしろさか
葉や文のおも おもしろさから ら見つけている。 つけている ら見つけさせるよ
しろさに視点 見つけている。 う読ませる。
をおき物語り
の楽しさを発
見する。
第３次ー⑧ 本の帯作り 本の帯作りをする 本の帯作りをする 本の帯作りをする書
本の帯作りを をするための工 ための文章・絵・ ための文章・絵・ ための文章・絵・
するための工 夫を理解してい 文字の工夫を理解 文字の工夫を理解 文字の工夫をみつ
夫がわかる。 る。 している。 している。 けさせる。

第３次ー⑨⑩ おもしろさ おもしろさを伝え おもしろさを伝え おもしろさを伝え書
３年とうげの を伝えるために るために言葉を選 るために言葉を選 るために言葉を選
本の帯をつく 言葉を選んで工 んで工夫した表現 んだ表現方法をし ばせるようにす
ろう。 夫した表現方法 方法をして作って て作っている。 る。

をしている。 いる。

第３次ー⑪⑫ 相手に伝え 相手に伝えたい部 相手に伝えたい部 相手に伝えたい部書
⑬⑭⑮４ (本 たい部分を自分 分を自分なりの考 分を自分なりの考 分を自分なりの考/5
時) なりの考えで選 えで選び簡潔にわ えで選び簡潔に表 えで選びにわかり
みたい本を探 び簡潔にわかり かりやすく表現し 現している。 やすく表現するよ
して読み本の やすく表現して ている。 うに支援する。
帯を作る。 いる。

第４時ー⑯ 本のおもし 本のおもしろさを 本のおもしろさを 紹介する視点を絞話
本のおもしろ ろさを視点を絞 視点を絞って紹介 絞って紹介し合 って支援する。
さを紹介し合 って紹介し合 し合っている。 う。
う。 う。
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６ 本時について
（１）目標
◎本の帯を書くことができる。

（２）本時の構想
教科書の例や他の本の帯を見ながら具体的なイメージをもたせながら作らせたい。
どこに・何を・どれくらいの長さで書くこと、読む人を引きつける書き方や文字の大きさ、絵
を下書きをしながら考えさせたい。

３ 年 生

段階 学習活動と学習内容 指導上の留意点 直間

つ １ 前時までの学習内容を想起する 読むことで学んだことを確認する。。
か ・題名
む ２ 本時の学習課題を把握する。 ・作者の名前

・紹介者の名前
相手に伝えたいことを言葉を ・自分が知らせたいおもしろいこと

５ 選んで本の帯をつくろう。 相手に伝えたい部分を自分なりの考えで選び簡
分 潔に表現している。

。・本の帯びが作品スタイルになることを確認する

ふ ３ー①教師と学習課題を追求する活 １ どのおもしろさを紹介するのか選ぶ。
か 動をする。 登場人物、あらすじ、言葉や文章
め 本の・帯を書く。
る ２ 表したいことを文章にまとめる。

３ どこに、何を、どれくらいの長さで書く。
読み手を引きつける書き方。
文字の大きさ・絵。

４ 絵。

５ 本番用の画用紙に書く。
３ー②学習課題を追求する活動をす 自己評価できるように励ます。
る。

・どこに、何を、どれくらいの長さで書く。
。読み手を引きつける書き方か見直す
・読み手を引きつける書き方。

・文字の大きさ・絵。

・面白いと思ったところを大事に書かせる。

相手に伝えたことを自分なりの考えかたで選ん32
分 で書いている。

・書いたら読み直し、間違いがないか確かめさせ
４ 書いた文章を確認をする。 る。

まと ５ 学習のまとめをする。 ・発表する。
める ・書いたことを発表する。
５ ・６年生の発表を聞いて拍手する。
分

ふり ６ 学習を振り返る。 ・本時学習の振り返りを発表する。
かえ ・よかったこと、がんばったことなど発表する。
る ７ 次時の学習を確かめる。 ・表現タイムまでに学習で取り組むことを確認す
３ る。
分

（３）評価規準

Ａ 相手に伝えたい部分を自分なりの考えで選び簡潔にわかりやすく表現している。

Ｂ 相手に伝えたい部分を自分なりの考えで選び簡潔に表現している。

Ｃ 相手に伝えたい部分を自分なりの考えで選びにわかりやすく表現するように支援する。
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（４）板書計画

（５） 座席表

黒板 （３年生用関連図書）

（ ）出入口

平机

（６年生用関連図書）

移動黒板 ６年Ａ児 ３年Ａ児
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日 時 平成１８年 ９月８日（金）５校時
児童数 ３年 女子１名

６年 男子２名 女子１名 計４名
指導者 阿部 孝明・佐藤 亜紀子
場 所 ３・６年教室

１ 指導目標
◎筆者の心の動きと場面の情景を叙述に即して読む （読ウ）。
○さまざまなジャンルの本に親しむ （読ア）。
○読書紹介のために、必要な事柄に注目して読み返す （読オ）。
◎キャツチコピーなどを工夫しながら読書紹介を行う。(書ア）

２ 単元名
読書の世界をふかめよう

３ 教材名
森へ
本は友達

４ 教材について

（１）教材について
本教材は、筆者自身が、自然のなかに身を置いて感じたり考えたりしやことを写真と文章で構成し

ている教材である。その中で、命と触れ合うことのできる地球上の豊かな自然の恵みに肌で触れたす
ばらしさを文章にしている。筆者の目を通じて森にい息づく美しいものは児童の心に伝わるものに違
いない。この作品の世界を味わい、他の本を読み読書世界を広め深めることができる教材である。
６年上 「生き物はつながりの中に」では、検証を繰り返しながら、筆者の考えを主張する形となっ、
ている。その中で、１つの課題に対してさまざまな角度から解決を図るという多角的な物の見方を知
ることができた。
自分について深く考える経験を持つことで、自分の考えたことを友達と話したり、自分と向き合っ

たりすることで、新たな読書へのきっかけになる教材である。

この教材で「読むことを」生かした「書くこと」とは次のように考える。

◇「書くこと」
キャッチコピーなどを工夫しながら読書紹介を行う。

◇「読むこと」
さまざまなジャンルの本に親しむ。
読書紹介のために、必要な事柄に注目して読み返す。

（２）児童について
朝読書、学校の本、しらかば号の本と多くの本に親しんで読んでいる。早く、内容がとらえられる

ようになって読む力が以前よりもついて きている。また、五感を生かして書くことや自分の気持ち
が書けるようになっている 「生き物はつながりの中へ」の学習では 、生き物の特徴をとらえるなか。 、
で、自分は大切な存在であることを読み取ることができた。言語事項では辞典使い理解しながら学習
している。

これまでの学習では 「読むこと 「書くこと」の成果○と課題●以下のようであった。、 」
◇「書くこと」
○生き物の特徴についてまとめて書いている。
○自分の考えを明確に表現するために文章全体の組み立ての効果を考えてきている。
○「生き物はつながりの中で」学習では、筆者の考えが最終段階に強く示しているところを
読ませ自分の考えもたせ支援しながら書いてきた。

◇「読むこと」
○筆者がこの文章を通じて読者に考えてもらいたいと思っていることをまとめる。
●筆者の考えについて、自分はどう考えるかをまとめるときには、筆者の考えについて読ん
だところを確認し、自分はどう考えるのか確認しながらまとめた。
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（３）指導について
本教材は、自然の情景と筆者の心情に即して読む中で、五感を働かせた表現に着目してとらえさ

せる。その中で、筆者が出会う、さまざまな動物について場面ごとに読み取らせていきたい。また
擬声語や擬態語、比喩の表現にも着目させて情景を読み取らせ心情もとらえさせる。本は友達では
新しい本を本の紹介をする意図することを読ませる。紹介する本のあらすじ、サブタイトル、キャ,
ツチコピーを効果的に工夫して聞き手を惹きつけるよう五感や心情を生かして表現を考えさせる。

◇「書くこと」
読むときには、五感、心情を生かして作者の心の動きに寄り添うように想起させながら書く
ことができるように支援する。
自分が読んだ本の紹介文を書く。
（本の名前・作者・サブタイトル・キャツチコピー・あらすじ・さそいかけ）

◇「読むこと」
叙述に即して登場人物の心情を回りの場面と対応させながら読むように支援する。
キャツチコピーを考えたしょうかい文の例を読み内容を読み取る。
しょうかいの方法（サブタイトル・キャツチコピー・さそいかけ）

（４ 「読むこと」と「書くこと」の相関図 （１３時間））

書くこと
第 第１３時
４ 学習のまとめをする。
次

話すこと・聞くこと
第 第１２時
４ 発表会を開いて、聞き合い交流し合う。

読 む こ と
第 ９ 時 第 １０ 時 第 １１ 時（本時）

第 紹介文の題・作者・あらす 紹介文のあらすじ・誘いかけ・ 紹介文のキャツチコピーを
３ じを書く。 サブタイトルを書く。 書く。
次

書 く こ と
第 第６・７・８時
３ 本は友達を読み読みたい本を決めて読む。
次

読 む こ と
第 ２ 時 第 ３ 時 第 ４ 時 第 ５ 時

第 森に入る前の周囲の クマの道を歩くことで サケとの出会いと倒 「森」への主題をつか
２ 状況や筆者の心情を 変化していく筆者の森 木の話から筆者が考 キャッチコピーを書
次 想像して読む。 に対する考えを想像し えていたことをつか く。

て読む。 む。

読 む こ と
第 第 １ 時
１ 全文を通読し、学習のめあてをもつ。
次 関連図書を読む。
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５ 評価規準
具体の評価規準
◎筆者の心の動きと場面の情景を叙述に即して読む （読ウ）。
○さまざまなジャンルの本に親しむ （読ア）。
○読書紹介のために、必要な事柄に注目して読み返す （読オ）。
◎キャツチコピーなどを工夫しながら読書紹介を行う。(書ア）

具体の評価規準
（ ）主な学習活動 評価規準 Ａ Ｂ Ｃ 指導の手立て

（方法）

読書の世界を深 読書の世界を深め 読書の世界を深め 読書の世界を深め
めるためにさま るためにさまざま るためにさまざま るためにさまざま
ざまなジャンル なジャンルの本を な本を読もうとし なジャンルの本に
の本を読もうと 読もうとしてい ている。 興味を持たせる。
している。 る。

第１次－① 全文を読ん 工夫された表現や 工夫された表現や 工夫された表現や読
全文を読んで でめあてをも 筆者の心の動きを 筆者の心の動きを 筆者の心の動きを
めあてをもつ つ。 想像しながら読ん 読んでいる。 想像しながら読む。

でいる。 よう支援する。
第２次－② 海の動物た 海の動物たちの様 海の動物たちの様 海の動物たちの様読
森に入る前の ちの様子、筆者 子、筆者の気持ち 子、筆者の気持ち 子、筆者の気持ち
周囲の状況や の気持ちを読み を想像し読み取っ を読み取ってい を読み取らせる。
筆者の心情を 取っている。 ている。 る。
想像して読む

第２次－③ 森の動、植 森の動、植物に対 森の動、植物に対 森の動、植物に対書
クマの道を歩 物に対する考え する考えがどう変 する考えを読み取 する考えがどう変
くことで変化 がどう変わった わったか読み取っ っている。 わったか読み取ら
する筆者の森 か読み取ってい ている。 せる。
に対する考え る。
を想像して読
む。
第２次－④ サケと倒木 サケと倒木の話か サケと倒木の話か サケと倒木の話か読
サケとの出会 の話から筆者の ら筆者の考えを想 ら筆者の考えをし ら筆者の考えを叙
いと倒木の話 考えを想像して 像して書く。 て書く。 述にそくして読ま
から筆者の考 書く。 せる。
えをつかむ。
第２次－⑤ 森に対する 森に対する変化を 森に対する変化を 森に対する変化を読
森への主題を 変化をおさえな おさえながら主題 考えながら主題を 疑問と答えでおさ
とらえる。 がら主題をまと をまとめている。 まとめている。 えながら主題をま

めている。 とめるよう支援す
る。

第３次ー⑥⑦ さまざまな いろいろな本があ いろいろな本があ いろいろな本があ読
⑧ 本があることを ることを知り、本 ることを知り、本 ることを知り、本

さまざまな本 知り読みたい本 を選んで読んでい を読んでいる。 を選んで読むよう
があることを を決め読んでい る。 支援する。
知り読みたい る。
本を決めて読
む。

第３次ー⑨⑩ 紹介内容を 紹介内容を決め紹 紹介内容を決め紹 紹介内容を決め書
⑪(本時３ ３) 決め紹介方法を 介方法のポイント 介方法をつかんで 介方法をつかん/
読書発表会の つかんで読書発 をつかんで読書発 読書発表の原稿を 読書発表の原稿
方法をつかん 表の原稿を書い 表の原稿を書いて 書いている。 書くよう支援
で自分が選ん ている。 いる。 る。
だ紹介文を書
く。

第４次ー⑫ 聞き手をひ 聞き手をひきつけ 聞き手をひきつけ 聞き手をひきつけ話
読書発表会を きつける工夫を る工夫をして本の て本の紹介をして るよう支援する。
開き聞きあい して本の紹介を 紹介をしている。 いる。
意欲をもつ。 している。

第４次ー⑬ 感動を中心 感動を中心に感想 感動を感想を書い 感動を中心に感想書
すすめられた に感想を書いて を書いている。 ている。 を書くよう支援す
本の感想を書 いる。 る。
く。
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６ 本時について
（１）目標

キャツチコピーを考えた紹介文を書く。
（２）本時の構想

キャツチコピーを読み手を引きつけるような文にするために効果的な短い文をつくらせる。

６ 年 生

直間 学習活動と学習内容 指導上の留意点 段階

１ 前時までの学習内容を想起する ・｢読むこと｣で学んだことを確認する。 つ。
・書名、作者、あらすじ か

２ 本時の学習課題を把握する。 本時の紹介文のポイントをつかむ。 む
・読者を引きつける文

効果的なキャッチコピーを考 ・キャッチコピー ５
えよう。 ・作品スタイルは 紹介文になることを確認する 分、 。

３ー① 自己学習がすすめられるように励ます。 ふ
自力で学習活動を追及する活動をす ・読者を引きつける文 か
る。 め
短い文で、キャツチコピーを書いて ・五感を生かす。 る
みよう。

・問いかけ

３ー② 書いたところまで、確認する。
教師と学習課題を追求する活動をす 効果的な表現を教科書で確認する。
る。
キャツチコピーのなかで引きつける
文を選ぼう。

４ 書いた文を確認をする。 ・書いたら読み直し、間違いがないか確かめさせ
32る。

５ 学習のまとめをする。 ・発表をする。 まと
・書いたことを発表する。 める
・発表者には、書いたことを正確に分かりやすく ５
発表することを確認する。 分
・聞き手には、発表者が取り組んだ内容を考えな
がら聞くことを確認する。
・３・６年生の発表を聞いて拍手する。

６ 学習を振り返る。 ・本時学習の振り返りを発表する。 ふり
・よかったこと、がんばったことなど発表する。 かえ

７ 次時の学習を確かめる。 ・表現タイムまでに学習で取り組むことを確認す る
る。 ３

分

（３）評価規準

Ａ 紹介内容を決め紹介方法のポイントを的確につかんで紹介文を書いている。

Ｂ 紹介内容を決め紹介方法をつかんで紹介文を書いている。

Ｃ 紹介内容を決め介方法をつかん紹介文を書くよう支援する。
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（４）板書計画
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本校の指導案について

１ 「 １」が下学年・ ２」が上学年の指導案です。sheet sheet「

２ ページの「－１年１－」と「－２年１－」を見開きにして、１・２年生１ページとな

ります。

例 １ページ目

－１年 － －２年 －1 1

２ページ目

－１年 － －２年 －2 2

第１・２学年国語科学習指導案

１ 指導目標
◎三種類の自動車の仕事と作りについての関係を考えながら、内容の大体を読む （読イ）。
・語や文としてのまとまりを考えながら声に出して読む （読エ）。
・乗り物の本などに興味を持ち、探して読む （読ア）。
◎教材文を参考にして 簡単な組み立てを考えて好きな自動車の仕事と作りを説明する文を書く 書、 。（
ウ）

○片仮名で書く語を読んだり書いたりする （言イ（ｱ ）。 ）

２ 単元名
くらべてよもう （光村図書 １年上）

３ 教材名
じどう車くらべ （光村図書 １年上）

４ 単元について

（１）教材について
本教材は、この時期の児童の興味・関心の対象として代表的なものの一つ、自動車を取り上

げた説明文である。
入学して始めて出会った説明文は 「いろいろいろなくちばし」であった。鳥のくちばしの特、
徴を記した文章で、児童は、写真も含めて説明されている事柄を正確に読み取ることを学ぶと
ともに説明文の基本的なパターンである「問い→答え」を学んだ。本教材では、この学習の発
展として、題材に「自動車」を取り上げ、説明のしかたは「話題・問題提示→問題に対する説
明」を、仕事とつくりという二つの事柄の因果関係で述べる形をとっている。
この時期の児童のいちばん好きな題材を取り上げ、主体的な理解・表現活動を促す教材構成
である。この教材の学習を通して、児童は、楽しい説明文の読みを体得すると同時に、確かな
言語能力を身につけることのできる教材である。

この教材で「読むこと」を生かした「書くこと」とは以下のように考える。

◇「書くこと」
教材文を参考にして、簡単な組み立てを考えて好きな自動車の仕事と作りを説明する文を
書く。

◇「読むこと」
三種類の自動車の仕事と作りについての関係を考えながら、内容の大体を読みとったり、
読みとった事柄を比べたりすることができる。

（２）児童について
児童は読書が好きである。図書館や巡回図書の利用を楽しみにしている。読書の時間には、

静かに読書に取り組んでいる。読み聞かせも大好きで、読書に関する興味・関心が高い。

１年上「いろいろいろなくちばし」の学習では 「読むこと 「書くこと」の成果○と課題●、 」
は以下のようであった。

◇「書くこと」
○自分で選んだ題材のカワセミのくちばしの形とえさの取り方についてまとめ、説明文の基
本的なパターンである「問い→答え」のパターンを使って書くことができた。また、くちば

、 、しの特徴やくちばしの使い方を表すことばについては 語彙について確認しながら取り組み
一冊の本にできたことを喜んでいた。

◇「読むこと」
○キツツキ・オウム・ハチドリのくちばしの特徴やくちばしの使い方について学び、説明文
の基本的なパターンである「問い→答え」のパターンを理解し読むことできた。
○書かれている内容について感想を持ちながら読むことができた。

日 時 平成１８年 ９月 ８日（金）５校時
児童数 １年 男子１名

２年 男子１名
指導者 阿部 智子
場 所 １・２年教室

１ 指導目標
◎ サンゴの海の生きものたち が互いに役立っていることを 事柄の順序を考えながら読む 読「 」 、 。（
イ）
○語や文のまとまりや内容、言葉の響きなどについて考えながら声に出して読む （読エ）。
○興味を持った海の生き物について調べ、図鑑づくりをすることができる （書イ）。
・片仮名を読んだり書いたりし、片仮名で書く語を文や文章の中で使う （言イ（ｱ ）。 ）

２ 単元名
だいじなところに気をつけて読もう （光村 ２年上）

３ 教材名
サンゴの海の生きものたち （光村 ２年上）

４ 単元について

（１）教材について
本教材は、サンゴの海に住む魚たちの共生について述べられている説明的文章である。サン
ゴの海に住む生きものは、物語の登場人物として登場したり、図鑑で紹介されており、自然の
中で目にしたことはないが、親しみを持つことができる。また、グラビア写真が美しく、海の
生き物たちに興味を持ちやすい。２年生の児童にとって大変適している教材である。

「 」 、「 」 。２年上 たんぽぽのちえ は 時間的な順序・その時の様子・その理由 という構成あった
本教材は、説明がやや複雑になっている。説明に登場する生き物の数が多い。生き物の関係

もやや入り組んでいる。しかし 「はじめ・中・終わり」の「はじめ」を丁寧に読むことで関係、
性が理解しやすくなる 「はじめ」の「たがいに、やくに立つようにかかわりあって」という記。
述が、読み取りのポイントとなる。説明文を読み取る第一歩となる教材である。また、説明的
文章を読むことによって知的好奇心が動き、これまで知らなかったことに驚き、さらに、新た
な情報を求め、新たな発見や・共感の喜びを、体験することのできる教材である。

この教材で「読むこと」を生かした「書くこと」とは以下のように考える。
◇「書くこと」

興味を持った海の生き物について調べ、図鑑づくりをすることができる。

◇「読むこと」
「 」 、 。サンゴの海の生きものたち が互いに役立っていることを 事柄の順序を考えながら読む

（２）児童について
、 。児童は 本を読むことが好きで朝読書の読書や図書室の本の貸し出しを楽しみにしてでいる

興味を持ったことについて本を探すこと・読み比べること・図鑑の資料を比較することなどが
好きである。

２年上「たんぽぽのちえ」の学習では 「読むこと 「書くこと」の成果○と課題●は以下の、 」
ようであった。

◇「書くこと」
○児童が自分で見つけたたんぽぽの様子やちえについて、教材文を参考に「たんぽぽ新聞」
にまとめることができた。
●児童が自分で見つけたたんぽぽが、教材文のたんぽぽの生育状況と若干違いがあり、教材

、 。文のたんぽぽの様子と文や挿絵や図鑑を使って確かめる場面で 支援が必要な時があった

◇「読むこと」
○「時間的な順序・その時の様子・その理由」という構成に着目して読むことの学習ができ
た。
○教師と一緒に挿絵や文中の語句について確かめり、動作化したりするとによって、新しい
発見や理由付けについて内容を考えながら読むことができた。
●はじめ、新出語句にとまどう様子がみられたが、挿絵や文中の語句を文脈の流れで繰り返
し繰り返し確かめたり、動作化したりすることで理解することができた。

（３）指導について
本教材では、教材から、バス・乗用車、トラック、クレーン車の、仕事と作りについて述べ
ている部分を適切に選んで書く学習をする。仕事と作りという二つの事柄をつなぐ言葉を用い
た説明文の構成を学習する。三種類の自動車の教材文を参考にして、一冊の本を作り、表現タ
イムで発表することを知らせ、目的意識・必要感を持って取り組むことができるようにする。

◇「書くこと」
・人に聞いたり、資料を読んだりして情報を集め、三種類の自動車の教材文で学んだことを
形を生かしながら、書き写したり、書き換えたりして、自分なりの表現で書くことができる
ようにする。

◇「読むこと」
・それぞれの自動車の説明が「しごと」についてと「つくり」についてのまとまりから成っ
ていることに気づかせる。そのために 「そのために」という言葉が果たす役割について、
気づかせながら読むことができるようにする。
・教科書の文章をよく読むことと、教科書以外の資料を多く読むことの両方を取り入れ、資
料の中から必要な情報を選ぶことができるようにさせる。

（４ 「読むこと」と「書くこと」の相関図 （９時間））

話 す こ と ・ 聞 く こ と
第 第 ９ 時
４ 自分が調べた乗り物について発表する。
次

書 く こ と
第 第 ６ 時 （本時） 第 ７・８ 時
３ 自分が調べたい乗り物を選び、メモをとる。 メモをもとに乗り物についての「しごと」と
次 「つくり」との関係、その他気づいたことを

文章に書く。

書 く こ と
第 第 ５ 時
２ はしご車の「しごと」と「つくり」について書く。
次

読 む こ と
第 第 ２ 時 第 ３ 時 第 ４ 時
２ バスや乗用車の「しごと」と トラックの「しごと」と「つく クレーン車の しごと と つ「 」 「

」 、次 「つくり」との関係を考えな り」との関係を考えながら、内 くり との関係を考えながら
がら、内容の大体を読む。 容の大体を読む。 内容の大体を読む。

読 む こ と
第 第 １ 時
１ 教師の範読を聞き、自動車図鑑を作る計画を立て、学習のめあてをもつ。
次 関連図書を読む。

（３）指導にあたって
本教材は 「サンゴの海の生きものたち」が互いに役立っていることを、事柄の順序を考えな、
がら読み取る学習をする。共生の仕組みの不思議について興味を持たせい、更に、自分が興味
を持った海の生き物について調べ 「生きものカード」に書く学習をする。表現タイムで「生き、
ものカード」発表することを知らせ、目的意識・必要感を持って取り組むことができるよう
にする。
◇「書くこと」
・本教材の生きものの特徴や関わりについて、写真や教材文で確かめることを通して 「初、
て知ったこと 「不思議だと思ったこと」想起させ、感想に書くことができるようにする。」
・生きものカードを書く視点が教材文と同じであることを生かして、児童が興味を持った海
の生き物について 「初めて知ったこと 「不思議だと思ったこと」を中心に特徴をまとめ、 」
て書くことができるようにさせる。

◇「読むこと」
・映像紹介・図書紹介・動作化を取り入れ、書かれている語句について教材文の叙述に沿っ
て読み取り、言葉になじませ、理解できるようにさせる。
・本教材は 「はじめ・中・終わり」の「はじめ」を丁寧に読むことで関係性が理解しやす、
くなる 「たがいに、やくに立つようにかかわりあって」という記述から共生関係につい。
て読みとることができるようにする。
・ 中」では 「どんな生きものたちが ・・・しているのでしょうか」の問いかけに対する「 、 、
答えを探すことに着目し、叙述に即して正確に読み取ることができるようにする。

（４ 「読むこと」と「書くこと」の相関図 （１２時間））

話 す こ と ・ 聞 く こ と
第 第１２時
４ 海の生きもの図鑑を発表する。
次

読むこと 書くこと
第 第９時 第 第１０・１１時 （本時１／２時）
３ 生き物について ３ 生き物について読んだり調べたりして面白いと思ったことをま
次 書かれた本を読 次 とめる。
む。

書くこと 書くこと
第 第５時 第 第８時
２ ２ ンソメワケベラと大きな魚イソギンチャクとクマノミにな ホ
次 次 になって、かかわり合っているり、相手のよいところについて

相手にお礼の手紙を書く。書く。

読 む こ と
第 第２時 第３時 第４時 第６時 第７時
２ はじめを読み取 クマノミといそぎ クマノミといそぎ ホンソメワケベ ホンソメワケベ
次 る。 んちゃくの体の様 んちゃくのかかわ ラの体と大きな ラの体と大きな

子を読む。 り合いを読む。 魚の体のことを 魚のかかわり合
読む。 いを読む。

読 む こ と
第 第 １ 時
１ 全文を読んで感想をもち、学習のめあてをもつ。
次 関連図書を読む。


